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　状態遷移図を書く問題でのシミュレーション．だいたい答えと似通った結果がでることで，計算間違えがなかったことを確かめるものでしたが，似通っているだけで，ぴったりとその値にはならないことが多いですね．

　では，偶然それ以上の離れ方になる確率はどの程度でしょう．もし，0.05未満の確率が表示される場合は，５％有意というわけですから，かなり理論値から離れていると言えます．

　ここでは10回のシミュレーションを行わせてそれぞれに関してカイ自乗検定の結果を表示させています．なお，“集計!I3”を変化させることによってシミュレーション１回あたりの試行回数を変えることもできます．10回中確率が0.05未満になったシミュレーションは１例．95％ということは，20回中1回の割ですから，このような例がありえないとは言えません．特に試行回数が少ないとばらつきが大きくなるでしょう．

